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資料１



群馬県公式デジタル窓口
（LINE活用）で対応

コロナ禍でのデジタル活用
ワクチン接種予約システム
 25市町村と県が共同利用

 一日1万人の県営接種センター
（システム経由予約のみ）

 延べ170万回以上の予約

ワクチン手帳
 全国に先駆けてリリース

 40万人以上が登録
 開発費670万円
（東京都の150分の1）

 友だち登録者数 約80万人

 成人人口の半数

 全国トップレベルの登録率



マイナンバーカードをコミュニケーション基盤に！

群馬県独自事業
マイナ保険証の利用率が高い医療機関に
物価高騰対策の支援金を上乗せ

2022年9月末群馬県の交付率は45位
2022年10月マイナンバーカードの保険証との一体化方針を受け、積極的利用へ転換

群馬県は、2024年秋のマイナ保険証への全面移行に賛成
活用をスピード感を持って進め、全国一の利便性を実現



群馬･高崎にシリコンバレーを超える街を

堤ヶ岡飛行場跡地

02 グローバル企業、研究機関、スタートアップを誘致

高崎市・群馬県連携事業

♦平坦で広大な93haの土地
♦交通アクセスも良好（JR高崎駅から車で20分）

イメージは生成AIで作成

01 世界最先端のまちづくり

・計画段階から連携し、ともにまちづくりを進める
・新しいサービスや最先端技術の実験場となる

03 「群馬・高崎」のアイデンティティを活かした唯一無二の場所
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